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岡山県の認知症施策について 

 

１ 普及啓発・本人発信支援 

 (1) 認知症サポーター等の養成 

 (2) 認知症に関する理解促進 

・認知症の日（毎年９月２１日）及び認知症月間（毎年９月）（世界アルツハイマー 

デー及び月間）における認知症の普及啓発 

・ＶＲシステムによる認知症の普及啓発 

 (3) 認知症の人本人からの発信支援 

・本人ミーティングの普及等の推進 

 

２ 予防 

 (1)通いの場の普及促進 

 (2)通所付添サポート事業の実施 

・アウトリーチの実施、通所付添サポーターの養成、介護予防先導モデルへの補助 

 

３ 医療・ケア・介護サービス 

 (1) 早期診断・早期対応を行う医療機関の整備 

・認知症疾患医療センターの設置 

 (2) 認知症サポート医の養成等 

・認知症サポート医の養成及びフォローアップ研修の実施 

 (3) 医師等の認知症対応力の向上 

・医療従事者（かかりつけ医、歯科医師、薬剤師、看護職員等）を対象とした認知症対

応力向上研修の実施 

 (4) 認知症ケアに携わる介護人材の育成 

・介護従事者を対象とした認知症介護の知識・技術の習得、質の向上を図る研修の実施 

 

４ 地域で支える体制の整備 

 (1) 認知症の人とその家族への支援 

・「おかやま認知症コールセンター」の設置 

・介護家族等の交流会の開催 

 (2) 若年性認知症の人への支援 

・「おかやま若年性認知症支援センター」の設置 

・若年性認知症の人と家族の集いの開催 

 (3) 市町村の取組の支援 

・認知症初期集中支援チーム員や認知症地域支援推進員を対象とした研修の受講支援 

・認知症の人やその家族のニーズと支援者をつなぐ「チームオレンジ」の整備支援 

 (4) 成年後見制度の利用促進 

・市民後見人の養成及びフォローアップ研修の実施 

・成年後見制度を利用できる体制整備に向けた普及啓発 

 (5) 行方不明の認知症高齢者への対応 

・市町村内や県内外における広域見守りネットワークづくりの推進 
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１ 普及啓発・本人発信支援                           ＜R7年度当初予算額12,843千円＞ 

 

 (1) 認知症サポーター等の養成 

   市町村における認知症サポーターの養成を支援するため、認知症サポーター養成講座

で講師を務めるキャラバン・メイトを養成する。 

また、市町村と協働して、認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を温

かく見守る応援者（認知症サポーター）を養成する講座を開催する。 

  【岡山県全体の養成数（各年度末時点の累計養成数）】 

年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度  Ｒ７年度  

キャラバン･メイト数   ３，２４９人  ３，３６７人   ３，５１３人 ３，６１１人 

認知症サポーター数 ２２４，９７８人 ２３９，７８９人   ２５５，２８５人 ２６５，０１５人 

    ※Ｒ７年度は12月末時点 

 (2) 認知症に関する理解促進 

ア 認知症の日（毎年９月２１日）及び認知症月間（毎年９月）（世界アルツハイマー

デー及び月間）における認知症の普及啓発 

令和７年度の取組 
   （県）テレビ、ラジオ、ポスター・パネル展示、県庁舎ピロティライトアップ、 

 路面電車中吊り広告、商業施設のインフォメーションパネルでの広報 等 
  （市町村）講演会、研修会、個別相談会、映画上映会、出張認知症カフェ、パネル展

示、オレンジライトアップ(岡山城、津山城、備中国分寺、嵐山公園ほか) 等 

イ ＶＲシステムによる認知症の普及啓発 

医療・介護サービス施設等の職員、介護家族、市町村及び地域包括支援センター職

員等を対象に、ＶＲ（仮想現実）機材を活用し、座学だけではなかなか実感がわかな

い認知症の中核症状等を疑似体験することを通じて、認知症に対する正しい理解を深

め、認知症の方や介護家族等への適切な対応方法をグループワークで考える出前研修

会を実施する。 

 研修受講者数（Ｈ３０～Ｒ７年度の累計） ２，６５１人 

※Ｒ７年度は12月末時点 

 

   令和７年度に新たに実施した事業 

    ○県広報紙「晴れの国おかやま」を活用した広報（１２月号 特集記事） 

    ○啓発用パネルの作成（認知症に関する正しい知識・理解を深めるため、各種 

イベントで使用可能なパネルを作成（子ども用・大人用の２種類） 

    ○県職員向け研修（映画「オレンジ・ランプ」上映及び講演） 

 

 (3) 認知症の人本人からの発信支援 

ア 本人ミーティングの普及等の推進 

県下の認知症当事者が集い、当事者同士が主となって、自らの体験や希望、必要と

していることを語り合い、自分たちのこれからのよりよい暮らし、暮らしやすい地域

のあり方を一緒に話し合う機会を設ける「本人ミーティング」の普及のため、市町村

へのアドバイス等を実施する。（委託先：認知症の人と家族の会岡山県支部）  
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２ 予防                                             ＜R7年度当初予算額14,897千円＞ 

 

 (1) 通いの場の普及促進 

介護予防に有効とされる週１回以上、住民運営で体操や趣味活動などを行う通いの場

を普及促進するため、県内先進事例の横展開や住民運営のノウハウ提供、情報誌の作成

を行うとともに、通いの場参加者やボランティアを対象としたフォーラムを開催し、広

く県民に通いの場の魅力を発信する。さらに、市町村に対しては、専門家等を活用し、

通いの場の介護予防効果測定や、地域の実情に応じた通いの場の立ち上げを支援する。 

【通いの場の箇所数】                       ※毎年度4月1日時点 

年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

箇所数 １，３６２箇所 １，３９２箇所  １，４２６箇所 1，464箇所 

 

 (2) 通所付添サポート事業の実施 

ア アウトリーチの実施 

県庁に配置している市町村支援員や、アドバイザー派遣による、通所付添サポート

の立ち上げ支援 

イ 通所付添サポーターの養成 

自力で通いの場等への参加が困難な高齢者の誘い出しや、付添を行う元気な世代の

高齢者等を対象に、安心して活動するために必要な基本的知識・技術を学ぶ講習を開

催 

ウ 介護予防先導モデルへの補助 

市町村が実施する住民互助による通所付添活動の立ち上げ支援に要する経費を補助

（補助率10/10 上限50万円） 

【通所付添サポート事業の実施市町村及び通所付添サポーター養成者数】 

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ7 

市町村名 吉備中央町 
 

 

備前市 

矢掛町 

奈義町 

 

 

 

 

 

赤磐市 

早島町 

里庄町 

新庄村 
西粟倉村 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高梁市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

養成者数 ４２人 ６５人 １６７人 ７０人 ４８人 １２８人 ５７人 ３０人 ４７人 

                           Ｒ７年度は1月末時点 
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３ 医療・ケア・介護サービス                         ＜R7年度当初予算額 47,945千円＞ 

 (1) 早期診断・早期対応を行う医療機関の整備 

ア 岡山県認知症疾患医療センターの設置 

地域において認知症に対して進行予防から地域生活の維持まで必要な医療を提供で

きる機能体制の構築を図るため、認知症に係る地域連携の拠点となる認知症疾患医療

センターとして、８病院を指定している。  

(ｱ) 指定状況                 ※人口はR6.10.1現在の「毎月流動人口」 
二次保健 

医療圏 

65歳以上

人口(人) 
高齢化率 病院名（所在地） 

指定期間 

（ ）は当初指定日 

県南東部 257,674 29.6% 

岡山大学病院（岡山市北区） 
R6.4.1～R9.3.31 

(H24.3.28) 

慈圭病院（岡山市南区） 
R6.4.1～R9.3.31 

(H24.3.28) 
岡山赤十字病院（岡山市北区） 

※岡山市が指定 
－ 

県南西部  198,692  31.1% 

川崎医科大学附属病院（倉敷市） 
R6.4.1～R9.3.31 

(H24.3.28) 

倉敷平成病院（倉敷市） 
R6.4.1～R9.3.31 

(H24.3.28) 

きのこエスポアール病院（笠岡市） 
R6.4.1～R9.3.31 

(H27.8.1) 

高梁・新見  22,423 44.2% さきがけホスピタル（高梁市） 
R6.4.1～R9.3.31 

(H25.10.22) 

真庭  16,755 41.9% 向陽台病院（真庭市） 
R5.4.1～R8.3.31 

(H29.8.1) 

津山・英田  57,998 35.9% 積善病院（津山市） 
R5.4.1～R8.3.31 

(H26.11.19) 

合計 553,542 31.4%   

 

(ｲ) 指定病院の役割 

ａ 専門的医療機能 

(a) 鑑別診断とそれに基づく初期対応 

(b) 認知症の行動・心理症状と身体合併症への急性期対応 

(c) 専門医療相談 

ｂ 地域連携拠点機能 

(a) 認知症疾患医療センター地域連携会議の設置及び運営 

(b) 研修会の開催 

ｃ 診断後等支援機能 

(a) 診断後等の認知症の人や家族に対する相談支援 

(b) 当事者等によるピア活動や交流会の開催 

ｄ アルツハイマー病の抗アミロイドβ抗体薬に係る治療・相談支援等機能 

ｅ 事業の着実な実施に向けた取組の推進 

※センター間の連携体制の確立や医療・介護・福祉間の連携推進などについて検討する

認知症疾患医療センター連絡会議を毎年度開催している。また、令和５年度から、職

員向け研修を開催している。 
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 (2) 認知症サポート医の養成等  

ア 認知症サポート医の養成  

認知症の人の診療に習熟し、かかりつけ医に対する助言等の支援を行い、専門医療機関

や市町村地域包括支援センター等との連携の推進役となる認知症サポート医を養成する。 

(ｱ) 委託先 

ａ 受講者選定・派遣  岡山県医師会 

ｂ 研修実施主体    国立長寿医療研究センター 

(ｲ) 養成者数（自費参加者を含む） 

研修名 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

認知症サポート医養成研修

修了者数 
１４人 １４人 １２人 ２０人 

Ｒ７年度は修了予定者数 

イ 認知症サポート医フォローアップ研修  

認知症サポート医等に対し、認知症の診断・治療・ケア等に関する研修、症例検討

等を通じて、地域における認知症の人への支援体制の充実や、地域における認知症サ

ポート医の連携・強化を図るための研修を実施する。 

(ｱ) 委託先  岡山県医師会 

(ｲ) 修了者数 

研修名 区分 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

認知症サポート医 

フォローアップ研修 

開催回数 １回 １回 １回 １回 

修了者数 ６９人 ５９人 ５１人 ４４人 

 

 (3) 医師等の認知症対応力の向上 

ア かかりつけ医認知症対応力向上研修  

高齢者が日頃から受診する診療所等の主治医（かかりつけ医）に対し、適切な認知

症診療の知識・技術や認知症の人本人とその家族を支える知識と方法を身に付けるた

めの研修を実施する。 

(ｱ) 委託先  岡山県医師会 

(ｲ) 修了者数 

研修名 区分 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

かかりつけ医 

認知症対応力向上研修 

開催回数 ２回 ２回 ２回 ２回 

修了者数 １９人 ２９人 ２８人 ２５人 

   イ 病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修  

病院に勤務する医師、看護師等の医療従事者に対し、認知症の人や家族を支えるた

めに必要な基本知識や、医療と介護の連携の重要性、認知症ケアの原則等の知識を身

に付けるための研修を実施する。 

令和７年度に新たに実施した事業 

  ○アルツハイマー病抗アミロイドβ抗体薬の投与情報について県ホームページ

へ掲載 
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(ｱ) 委託先  岡山県医師会 

(ｲ) 修了者数 

研修名 区分 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

病院勤務の医療従事者向

け認知症対応力向上研修 

開催回数 ４回 ４回 ４回 ４回 

修了者数 １５８人 １８４人 １２３人 １６７人 

ウ 歯科医師認知症対応力向上研修  

高齢者が受診する歯科医師に対し、認知症の人本人と家族を支えるために必要な基

本知識や、医療と介護の連携の重要性等を身に付けるための研修を実施する。 

(ｱ) 委託先  岡山県歯科医師会 

(ｲ) 修了者数 

研修名 区分 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

歯科医師 

認知症対応力向上研修 

開催回数 １回 １回 １回 １回 

修了者数 １３７人 １７７人 １５２人 未定 

Ｒ７年度は２月に実施予定 

エ 薬剤師認知症対応力向上研修  

高齢者が受診した際や受診後等に接する薬局・薬剤師に対し、認知症の人本人とそ

の家族を支えるために必要な基本知識や、医療と介護の連携の重要性等を身に付ける

ための研修を実施する。 

(ｱ) 委託先  岡山県薬剤師会 

(ｲ) 修了者数 

研修名 区分 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

薬剤師 

認知症対応力向上研修 

開催回数 ２回 １回 １回 １回 

修了者数 ２６８人 ３０７人 ２４１人 ３１９人 

オ 看護職員認知症対応力向上研修  

認知症の人と接する機会が多い看護職員に対し、入院から退院までのプロセスに沿

った必要な基本知識や、個々の認知症の特徴等に対する実践的な対応力を身に付ける

ための研修を実施する。 

(ｱ) 委託先  岡山県看護協会 

(ｲ) 修了者数 

研修名 区分 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

看護職員 

認知症対応力向上研修 

開催回数 ２回 ２回 ２回 ２回 

修了者数 ３４人 ６１人 ７０人 ７４人 

  ※前年度からの繰り越し者を含む修了証書を交付した者のうち1名は他県(Ｒ５) 
 

 (4) 認知症ケアに携わる介護人材の育成 

ア 認知症介護基礎研修  

新任の介護職員等に対し、認知症介護に関する基礎的な知識及び技術を身に付ける

ための研修を実施する。 

(ｱ) 実施方法  県が指定する法人（社会福祉法人東北福祉会認知症介護研究・研修

仙台センター）が実施する。Ｒ５年度からはｅラーニングによる。 



7 

 

(ｲ) 修了者数 

研修名 区分 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

認知症介護基礎研修 
開催回数 １回 － － － 

修了者数 ８５２人 １，４５８人 ７６６人 ５０１人 

Ｒ７年度は12月末時点 

イ 認知症介護実践研修  

高齢者介護実務者に対し、認知症介護に関する実践的な知識及び技術を身に付ける

ための研修を実施する。 

(ｱ) 実施方法  県が指定する法人が実施 

ａ 実践者研修  …岡山県社会福祉協議会、岡山市ふれあい公社 

          岡山県老人保健施設協会 

ｂ リーダー研修 …岡山県老人保健施設協会、岡山市ふれあい公社 

          

  (ｲ) 修了者数 

研修名 区分 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

認知症介護実践者研修 
開催回数 ８回 ８回   ８回   ７回 

修了者数 ２９３人 ３３８人 ３６４人 ２９９人 

認知症介護 

実践リーダー研修 

開催回数 ２回 ２回 ２回 ３回 

修了者数 ５６人 ６１人 ７４人 ９０人 

※修了者数には前年度からの延期分を含む。 

ウ 認知症対応型サービス事業管理者等養成研修  

認知症高齢者グループホームの管理者や開設者、小規模多機能型居宅介護事業所の

計画作成担当者等に対して、認知症介護の質の向上を図るための研修を実施する。 

(ｱ) 委託先  岡山県社会福祉協議会 

(ｲ) 定員   ａ 開設者研修      ２０人×１回 

ｂ 管理者研修      ４０人×１回、５０人×２回 

         ｃ 計画作成担当者研修  ４０人×１回 

(ｳ) 修了者数 

研修名 開催回数 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

認知症対応型サービス事業 

開設者研修修了者数 
年１回 １０人 １２人 １２人 ９人 

認知症対応型サービス事業 

管理者研修修了者数 
年３回 ７２人 ６７人 ６４人 ５６人 

小規模多機能型サービス等 

計画作成担当者研修修了者数 
年１回 ２５人 ２６人 ４０人 ２８人 

エ 認知症介護指導者養成研修  

認知症介護に関する専門的な知識・技術を有し、認知症介護研修を企画・立案し、

講義、演習、実習を担当することができ、また、介護保険施設・事業者等における介

護の質の改善について指導できる認知症介護指導者を養成する。また、そのフォロー

アップ研修を実施する。 



8 

 

研修名 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

認知症介護指導者養成研修修了者数 ２人 ０人 ０人 ４人 

認知症介護指導者 

フォローアップ研修修了者数 
０人 １人 １人 １人 

 

４ 地域で支える体制の整備                           ＜R7年度当初予算額47,136千円＞ 

 

 (1) 認知症の人とその家族への支援 

ア おかやま認知症コールセンターの設置 

認知症の人やその家族が悩みやストレスを抱え込んでしまうことがないよう、岡山

市と共同で社会福祉士や介護支援専門員等の専門職が対応する「おかやま認知症コー

ルセンター」を設置している。 

(ｱ) 電話番号等  ０８６－８０１－４１６５（晴れて一番 よい老後） 

           月曜日～金曜日 10:00～16:00 

(ｲ) 委託先    認知症の人と家族の会岡山県支部 

(ｳ) 相談件数 

年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

相談件数（延） ６０７件 ６２６件 ５４４件 ５１９件 

Ｒ７年度は12月末時点 

イ 認知症高齢者・家族交流会の開催 

認知症サポート医等の認知症理解についての講演、介護の体験談の発表、グループ

ワーク等を通じて、介護経験者と介護に不安を持つ介護家族及び認知症高齢者本人等

の交流会を実施する。 

(ｱ) 委託先     認知症の人と家族の会岡山県支部 

(ｲ) Ｒ７年度実績  各県民局管内１回実施 

 (2) 若年性認知症の人への支援 

ア おかやま若年性認知症支援センターの設置 

若年性認知症の人とその家族等を対象とした相談窓口として設置。若年性認知症支

援コーディネーター(※)５名で対応。 
※新オレンジプランにおいて、各都道府県に配置することとされている若年性認知症の人の

自立支援に関わる関係者のネットワークの調整役。 

(ｱ) 委託先     認知症の人と家族の会岡山県支部 

(ｲ) 主な業務 

ａ 電話相談・面談・訪問 

(a) 電話番号    ０８６－４３６－７８３０ 

(b) 相談日・時間  月曜日～金曜日 10:00～16:00 

(c) 相談体制等   コーディネーター（保健師、社会福祉士等の専門職）が、

電話相談に対応し、内容に応じて適宜面談等を実施。 

(d) 相談内容    受診、治療、就労、社会参加、介護サービス等 

ｂ 個別ケア会議 

ｃ 医療、介護、福祉、就労等の総合的な支援に向けて関係団体等が参画するネッ

トワーク会議の開催 
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ｄ 市町村・地域包括支援センター職員等への研修会等の普及活動 

(ｳ) 活動報告 

ａ 電話相談集計報告 

年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

相談件数(延) ２８４件 ２８５件 ４０９件 ３４９件 

Ｒ７年度は12月末時点   

ｂ Ｒ７年度普及活動 

関係機関の訪問や、研修講師等（病院、大学・専門学校 等） 

イ 若年性認知症の人と家族の集いの開催 

若年性認知症の人やその家族が集い、共同作業、レクリエーション、情報・意見交

換等を行う「ひまわりの会」を開催する。（年６回程度開催）。 

(ｱ) 委託先     認知症の人と家族の会岡山県支部 

(ｲ) Ｒ７年度実績   計５回実施 本人・家族等150人参加（延）（12月末時点） 

 (3) 市町村の取組の支援 

ア 認知症初期集中支援チーム員研修事業 

認知症初期集中支援チームのチーム員等がその活動に必要な知識・技能を身に付け

るため、国立長寿医療研究センターが実施する研修の受講を支援することにより、各

市町村における支援チームの配置を推進するとともに、支援チームの質の確保・向上

を図る。 

研修名 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

認知症初期集中支援チーム員研修修了者数 ３０人 ３３人 ２８人 ３５人 

イ 認知症地域支援推進員研修事業 

認知症地域支援推進員等がその活動に必要な知識・技術を身に付けるため、認知症

介護研究・研修東京センターが実施する研修の受講を支援することにより、各市町村

における推進員の配置を推進するとともに、推進員の質の確保・向上を図る。 

研修名 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

認知症地域支援推進員研修修了者数 ４３人 ５４人  ５４人 ５７人 

ウ チームオレンジ研修事業 

認知症の人やその家族のニーズと認知症サポーターを中心とした支援者をつなぐ仕

組みとして、チームオレンジの整備に取り組む市町村を支援するため、市町村職員や

コーディネーター等に対し、活動に必要な知識や技術を伝達するとともに、先進自治

体の取組事例を紹介することにより、活動の推進を図る。 

研修名 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

チームオレンジ研修受講者 ７４人 ８８人  ６５人  未定 

Ｒ７年度は３月実施予定 

  



10 

 

エ 認知症ケアに係る医療連携体制整備事業 

認知症ケアパスや認知症地域連携パス等の作成やその運用体制の構築に係る経費、

認知症ケアパス等を周知・普及させるための研修会の実施に係る経費を補助する。 

(ｱ) 実施主体  市町村、郡市等医師会、認知症疾患医療センター 

(ｲ) Ｒ７年度実施団体 １団体（新見医師会） 

オ 市町村認知症事業連絡会の開催 

認知症の人やその家族を地域で支える体制づくりを推進するため、県内市町村の取

組事例の伝達や意見交換など、市町村や地域包括支援センターの職員等を対象とした

研修会を開催する。 

(ｱ) 対象    市町村や地域包括支援センターの職員等 

(ｲ) 開催回数  各県民局 年１回（計３回） 

(ｳ) 内容    認知症施策推進計画策定について、認知症当事者や家族への関わり

方について等 

カ 岡山県認知症対策連携会議の設置 

行政と医療・介護・福祉等の関係者が連携し、県内における総合的な認知症対策を

円滑に推進するための検討を行う組織として設置する。 

 (4) 成年後見制度の利用促進 

認知症高齢者の増加などにより、成年後見制度の利用が必要となる人の増加が見込ま

れる中、成年後見制度の利用が必要な人が制度を利用できるよう、必要な施策を実施する。 

ア 市民後見人養成講座（基礎研修）の実施（日程：７日間） 

  市民後見人養成講座を県南・県北会場の２会場で実施する。 

(ｱ) 委託先     県南会場（岡山市） 東京リーガルマインド 

          県北会場（津山市） 津山市社会福祉協議会 

(ｲ) Ｒ７年度実績  修了者数 ５５名 

イ 市民後見推進に係る市町村支援 

  市町村が実施する市民後見人養成応用研修､フォローアップ研修等を支援する。 

(ｱ) Ｒ７年度実績  １５市町村予定 

ウ 市町村・中核機関職員を対象とした成年後見制度利用促進研修会 

市町村や中核機関の職員が､県内どの地域においても成年後見制度の必要な者が制

度利用できる等地域体制の構築を図るため必要な知識及び技術等を習得することを目

的とした研修会を実施する。 

(ｱ) 実施方法    直営・委託（岡山県社会福祉協議会） 

(ｲ) 対象      市町村職員、市町村社会福祉協議会職員等 

(ｳ) Ｒ７年度実績  ３回 実施           

エ 市町村連絡会議 

市町村における成年後見制度の利用促進の取組状況等について情報共有を図り､市

町村の取組の推進に寄与するため連絡会議を開催する。 

(ｱ) Ｒ７年度実績  １回開催 
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オ 法的相談窓口設置 

市町村からの高齢者虐待防止、高齢者の権利擁護に関する相談に対し､受付窓口を設

置するとともに弁護士の援助を行う。 

 (5) 行方不明の認知症高齢者への対応 

ア 広域ネットワークの運営 

徘徊等により行方不明となった認知症高齢者の早期発見・保護等を行うため、市町

村で運営されている徘徊・見守りネットワーク等の効率的な連携を図るために運営。 

※ネットワークの利用状況（R6.6.1～R7.5.31） 

・行方不明発生通報件数 ２８件 

・うち広域ネットワークへの捜索依頼件数 ３件 

イ 協力事業者の登録 

認知症高齢者の行方不明時の捜索等に協力してもらえる県内の広域交通関係事業者

等を登録し、市町村に提供。 

※協力事業所 ２７事業所（R8.2.1現在） 



(１)専門医療相談 (単位：件) (２)専門医療相談（相談元）（(１)の内訳) (単位：件)

電  話 本人から

面  接 家族等介護者から

訪  問 地域包括支援センターから

その他 医療機関(かかりつけ医等)から

合　　計 介護事業所等から

行政機関から

院内他科から

合　　計

(３)受診の経緯 (単位：件) (４)受診後の情報提供 (単位：件)

地域包括支援センターから 地域包括支援センターへ

医療機関(かかりつけ医等)から 医療機関(かかりつけ医等)へ

介護事業所等から 介護事業所等へ

行政機関から 行政機関へ

その他 その他

合　　計 合　　計

(５)鑑別診断件数 (単位：件) (６)その他 (単位：センター)

① 正常または健常 認知症疾患医療連携協議会の開催

② 軽度認知障害（MCI）

・ 医療従事者対象

・ 地域包括職員等対象

・ 家族・地域住民等対象

③ 認知症小計

④ その他 初期集中支援チームへの関与

合　　計 （ ① ～ ④ ） ・ チーム設置

※上記のうち、65歳未満認知症患者実数： 22 ・ チーム員として参加

・ 後方支援

研修会の開催（重複あり）

3,515 370

令和６年度　岡山県認知症疾患医療センター（８センター）の活動実績

方　法 件　 数 相　談　元 件　 数

紹　介　元 件　 数 情報提供先 件 　数

556 2,016

76 472

98 517

4,245 651

71

56

4,153

315 91

1,431 1,831

270 225

150 ― ８

97 47

10 11

2,123 2,205

鑑別診断結果 実数 構成比 内　容 実施数

619 ―

認
知
症

アルツハイマー型認知症 1,103 69.8% ７

血管性認知症 125 7.9% ７

レビー小体型認知症 150 9.5% ６

その他の認知症 188 11.9% 地域への認知症に関する理解を促す普及啓発 ７

前頭側頭型認知症 14 0.9% 地域への認知症医療に関する情報発信 ７

※チーム員及び後方支援：３

1,580 他の主体の実施する研修会への協力・講師派遣 ８

362 ―

2,711 －

５

５
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相談件数

岡山県 260

岡山市 241

県外日不明 43

計 544

1相談件数

2相談時間

3相談者口相談内容
(1)相談者

(2)要介護者の居住状況

(3)相談内容

(4)対応

おかやま認知症コールセンター実績報告 (令和6年度)

出典 :おかやま認知症コールセンターの令和6年度実績報告書をもとに岡山県が作成。

[参考]相談件数の推移 (R2～ R6年耐 7)  (626) (単位 :件 )

コ県外・不明

□岡山市

E岡山県

0

R2 R3 R4 R5 R6

84

278

1分～30分 31分～60分 61分～

岡山県 234 22 4

岡山市 201 38 2

県外・不明 37 5 1

計 472 65 7

本人 その他 (うち若年)配偶者
子

r子♂う西F儡者Ⅲ 兄弟

4 4 5岡山県 22 229 1

12 22 3岡山市 46 156 5

0 2 0県外 H不明 0 41 0

6 16 28 8計 68 426

家族と同居 施設 その他単身世帯

11 55 192 2岡山県

41 144 50 6岡山市

0県外・不明 7 14 22

8計 59 213 264

その他家族関係 介護保険 経済的問題 医療関係 昔情
圧状 H対応の
方法

6 4 5 0 2岡山県 235 8

220 18 2 19 0岡山市 180

032 4 3 1 3 0県外 J不明

0 4計 447 32 27 7 27

傾聴 助言 他機関紹介 来所相談 その他

岡山県 41 211 6 1 1

0岡山市 10 217 10 4

0県外・不明 3 40 0 0

16 5 1計 54 468
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7.9%

経済的問題

1.3%

おかやま認知症コールセンター実績報告 (令和 6年度)

【本日談イ牛数】 【相談時間】

県外・不明 61分～

1.3%

【本日談者】
その他

5.1%

【要介護者の居住状況】

兄弟

1.1%

2.9%

本人
配偶者

12.5%

その他

li5%

【相談内容】

医療関係  その他
5.00/0       0.7% 他機関紹介

【対応】

その他

0.2%

介護保険

5.0%

2.9%

おかやま認知症コールセンターの令和6年度実績報告書をもとに岡山県が作成。百分率(%)で示した数値は、
小数点以下第2位を四捨五入しているため、全項目の回答比率の合計が100.0%とならない場合がある。
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合計 実人数新規 継続

83人43 1102 1145R4年度
93人43 1171

′
1214R5年度

36 1444 1480 86人R6年度

おかやま若年性認知症支援センター

若年性認知症支援コーデイネーター対応件数(実績報告)

2.本人の性別1.対応件数

R4年度

R5年度

R6年度

3.対応時間

R4年度

R5年度

R6年度

1.対応件数
500

(件 )
1500

R4年度

R5年度

R6年度

3.対応時間
40%     50%     60%

2.本人の性別
500         10000 1000 0

(件 )

1500

閥 新規 国 継続

囲 15分以下  国 16～ 30分  □ 31～ 60分  ■ 61分以上

4.本人の年齢 (延数)
40%      50%

困 男性 □ 女性

70%     80%     90%    100%

平均 :16分

平均 :15分

平均 :15分

60%      70% ′     80%      90%      100%

0%      10%     20%     30%

4.本人の年齢 (延数 )

R4年度

R5年度

10%      20%      30%

日 30歳代 □ 40歳代 □ 50歳代 口 60歳代 □ 70歳以上 ■ 不明

合計男性 女性

835 310 1145R4年度

1214R5年度 806 408

892 588 1480R6年度

平均16～ 30分‐31～60分 61分以上15分以下

15分187 53 28R4年度 877

15分165 39 43R5年度 967

15分244 47 42R6年度 1147

不明40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上30歳代

395 631 82 1R4年度 2 34

241 359 739 72R5年度 1

028 589 781 80R6年度 2

R6年度

15



0% 10%      20%

R4年度

R5年度

R6年度

囲岡山市 □倉敷市 □笠岡市 ■総社市 田赤磐市 日井原市 ■吉備中央町図 美咲町 □その他

6.相談者 (延数)

5。 本人の市町村(延数)

10%      20。 /。      30%

R4年度

R5年度

R6年度

口本人

国ケアマネージャー

■職場関係者

フ.相談方法 (複数計上 )

0% 10%      20。 /。

R4年度

R5年度

R6年度

5,本人の市町村 (延数)
30%      40%      50%      60γ 。

6.相談者 (延数)
40%      50%

国 家族

日 医療機関

□ その他

フ.相談方法 (複数計上)
30%      40%      50%      60光

70%      80%      90%      100%

60% 70%      80%      90%     100%

□ 地域包括支援センタT

囲 行政関係者

□ 支援センターから発信

70%      80%      90。/。      100%

圃 面談 □電話※ □訪間 田メール等 日書信 ■会議参加 □その他

美咲町 その他総社市 赤磐市 井原市 吉備中央町岡山市 倉敷市 笠岡市

10117 90 33 32310 311 183 68R4年度
13 7178 11 83 19R5年度 504 334 101

16 11010 40 17R6年度 836 258 146 46

職場関係者 その他
支援センター

から発信
地域包括支
孝尋セシ`ター

ケアマネー
ジャー

医療機関 行政関係者本 人 家族

18 43733 23 20 6R4年度 147 380 81

3 29 57479 32 38 16R5年度 146 146

94 72922 40 36 24R6年度 166 315 54

その他電話※ 訪間 メール等 書信 会議参加面談

117 335 2 0R4年度 118 529 52

2633 67 71 348 1R5年度 103

213 268 2 9R6年度 143 800 77
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介護保険 家族問題 その他経済問題 医療費 障害者手帳 権利擁護医療関係 就労問題

119 118527 13 49171 133 181 52R4年度
94 111 118985 119 1311 198 229R5年度
59 190 1399114 120 10290 393 295R6年度

8相談日支援内容 (複数 上 )

0% 10%      20%

R4年度

R5年度

R6年度

8.相談・支援内容 (複数計上)
30%      40%      50%      60%

日就労問題

国障害者手帳

■家族問題

9!支援対象 (延数 )
40%      50%

70% 80%      90%     100%

□経済問題

■権利擁護

□その他

60%      70%      80%      90'/o      100。 お

口医療関係

国医療費

囲介護保険

9支援対象 (複数計上 )

0% 10%      20%      30'/O

R4年度

R5年度

R6年度

回 本人

日 ケアマネージヤー

囲 行政関係者

国 家族

団 施設

■ 職場関係者

□ 地域包括支援センター

■ 医療機関

□ その他

出典 :おかやま若年性認知症支援センターの2022～2024年度実績報告書をもとに岡山県が作成。

行政関係者 職場関係者 その他
ケアマネー
・ジャー

施設 医療機関本 人 家族
地域包括東
援センター

7 3917 52 83466 104 42R4年度 434

41 9 5524 9 71673 525 120直5年度
56 20312 105 72442 128 34R6年度 546

17



圏

域 市町村

高齢化
率

疾患
医療
センター

(箇所)

初期集中
支援
チーム

(チ
ーム数)

地域支援
推進員

(人 )

認知症
ケアパス

チーム

オレンジ

(箇所)

認知症
カフェ

(箇所)

SOS
ネッ ト
ワーク

岡山市

王野市

県
南
東
部

備前市

瀬戸内市

赤磐市

和気町

吉備中央町

計

27.29/0 3 1 8 ○ 5 47 O

40.00/0 1 8 O 4 6 O

41.60/。 1 6 O 1 7 O

35 00/0 1 7 O 1 7 O

35.00/0 1 3 O 6 O

42.30/0 1 4 O 2 1 O

43.7γ0 1 3 O 1 3 O

29 60/0 3 7 39 7 14 77 7

倉敷市

笠岡市

井原市

県
南
西
部

総社市

浅口市

早島町

里庄町

矢掛町

計

29.30/0 2 3 6 O 3 25 O

40.10/0 1 7 O 2 ○

38.670 1 14 O 1 3 O

29.00/0 1 0 O 1 12 O

37.20/0 1 2 O 1 5 O

27.7% 1 3 O 2 ○

32.4。/0 1 6 O 1 1 O

40.10/。 1 2 O 1 1 O

31.1% 3 9 40 8 8 51 8

高
梁

新
見

高梁市

新見市

計

44.6% 1 1 8 O 4 8 ○

43 7% 3 6 O 1 4 O

44.20/O 1 4 14 2 5 12 2

真
庭

真庭市

新庄村

計

41.90/0 1 1 12 O 1 8 O

46.00/0 0 O

41 90/0 1 1 12 1 1 8 2

津山市

美作市

津
山

英
田

鏡野町

勝央町

奈義町

｀
西粟倉村

久米南町

美咲町

計

32.40/O 1 1 36 O 1 5 O

43.3% 1 3 O 1 4 O

40.60/0 1 3 O 2 O

33.30/0 1 3 2 ○

36.10/0 1 1 1 O

36.40/0 1 1 O

45.70/0 1 6 O 1 O

42.70/0 1 3 1 O

35.90/O 1 8 4 2 16 8

合  計 31.4% 9 29 161 22 30 164 27

市町村別認知症施策の取組状況について

※高齢化率はR610.1時点、初期集中支援チームはR74.1時 点、地域支援推進員はR711.30時点 (当該年度中配置予
定も含む)
認知症カフェはR7.5.1時 点、SOSネ ットワークはR7.531時点 その他はR7.331時点
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項 目

岡 山 県

実 績
(R5年度末)

実 績
(R6年度末 )

目 標
(R8年度末)

O普及啓発▼本人発信支援

O医療Hケア・介護サィビス

認知症サポート医養成研修修了者数 295人 313人 365人

かかりつけ医認知症対応力向上研修修了者数

(累計)
2,021人 2,101人 2,200人′

病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修
修了者数 (累計)

2,418人 2,541人 2,900人

看護職員認知症対応力向上研修修ェ者数(累計) 619人 689人 730人

歯科医師認知症対応力向上研修修了者数 (累計) 1,090人 1,242人 1,360人

薬剤師認知症対応力向上研修修了者数 (累計) 2,303人 2,571人 3,030人

知症介護実践研修 (実践者研修)修了者数 10,693人 11,057人 11,700人

知症介護実践研修 (実践リーダー研修)修了者数 1,413人 1,487人 1,570人

認知症介護指導者養成研修修了者数 50人 51人 52人

O地域で支える体制の整備

岡山県高齢者保健福祉計画H介護保険事業支援計画

19



団体名 岡山県医師会 資料 23 -33

口岡山県医師会移動会長室事業
ロロ医かかりつけ医機能研修制度 応用研修介
日岡山県医師会認定かかりつけ医研修会

各団体の認知症対策に関する取組について

団体名 岡山県歯科医師会 資料 34-‐ 36

添付の資料をご参照ください。
(歯科医師認知症対応力向上研修会)

団体名 岡山県看護協会 資料 37

日認知症高齢者の看護実践に必要な知識
・認知症対応方向上研修
日在宅アドバイザー派遣

団体名 岡山県薬剤師会 資料 38-43

添付の資料をご参照ください。
(認知症対応力向上研修会、「認知機能セルフチエッカィの貸出事業」について)

団体名 岡山県介護福祉士会 資料 44

① 施設スタッフのキヤリアアップや資質向上及び定着を支援する事を目的とした事業

『キヤリア形成訪問指導事業』日中福祉“介護施設
日事業所を巡回し、施設の要望に

よつて様々な研修を実施。
② 家庭で介護をしている方、これから介護をする方を対象にした事業『介護入門教室』

③ 家庭で介護をされている聴覚障害者の方を対象にした事業『聴覚障害者のための

介護入門教室』
④ ′Jヽ学校L中学校日高校で実施した事業『福祉・介護の仕事出前講座(岡山県事業)』

20



団体名 岡山県老人福祉施設協議会 資料 45 -46

チームで取り組む認知症介護実践研修会

団体名 岡山県介護支援専門員協会 資料

研修会実施
テーマ :「認知症の"はじまり"をどう支えるか」

講 師 :寺田整司氏 (慈圭病院認知症疾患医療センター長 )

坂本綾子 (岡山県介護支援専門員協会)
開催日:令和8年 1月 29日 (木 )

団体名 岡山県老人保健施設協会 資料 47-52

添付の資料をご参照ください。
(認知症介護実践者研修、認知症介護実践研修 (実践リーダー研修))

団体名 認知症の人と家族の会 岡山県支部 資料

日認知症の日(世界アルツハイマーデエ)記念講演会の実施
ロオレンジロメモリーウオークin倉敷の実施
日認知症月間(世界アルツハイマー月間)において、各地域での啓発活動
岡山地域、倉敷地域、笠岡地域等で啓発リーフレットの配布及び関係団体への

ポスター、リーフレットの啓発資材の提供           |
日毎月、県内4カ所で認知症の人と介護家族の相談日交流会(つどい)の実施
岡山地域、倉敷地域、笠岡地域、井笠地域
日毎月発行の「家族の会」本部H支部広報誌(ぽ～れぽ～れ)の無料配布
行政(地域包括支援センター、図書館、保健所、マスコミ関係等々
日認知症に関する研修会、講演会等への講師派遣

団体名 岡山県県民生活部くらし安全安心課 資料 53 - 56

日消費者安全確保地域協議会について(資料別添 )
イ見守りカアップ講座」について(資料別添)
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団体名 岡山県教育庁人権教育・生徒指導課 資料

人権課題で「高齢者」について、授業等に活用できる指導資料や人権教育研修テキスト

等を作成して学校への配付やホームページに掲載するなど、高齢社会や介護
日福祉等に

ついての理解を深める取組を進めている。

団体名 岡山県警察本部警務部警務課 資料

1認知症に係る行方不明者について
2高齢者虐待について
3特殊詐欺被害について
4高齢運転者対策にういて
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岡山県医師会移動会長室事業

【実績】平成30年6月～令和7年12月末  総計 138回 8ヮ064名

極。A韓酔う八飽袋織播栽轄鉾
71 4ヮ369名

風りくらし
(うち生徒・学生対象15回 名

ヽ
Ｂ
′

博
ω

岡 山 県 医 師 会

運動編:13

栄養編:19
フットケア和扁:1

踵園麟熱蘊錦鍮
9 ロ 444名

重Vは 踵罐鍮挙学呼怖
｀
観晟瀞鍵

20回 683名
m箇 愛動隈罐麟逮繊宵

5回 638名

643名
¬ヮ2¬ 4名
73名ロ

∀

ACP
。
人
生

会
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普

及
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療

の
か
か
り
方
普
及

ロ

フ
レ
イ
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対
策
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対

策

ロ

Okayama Medicai Associadon



時
ヽ

1.ACP・ 人生会議普及啓発
ACP(アドハ

゛
ンスサア。フ
°
ラ海ング)の総論と実際につ

いて事例を用いて分かりやすく解説します。

こと。フレイプレ錦齋親壼

(運藝勇蘊 う鍛壽綴・アット

'ア

顆麗)
フレイル対策に欠かせない「運動」の実際と実技。
「栄巷編」では、てばかり法やポイントを解説。
「フットケア編」では、足の見方とケア・爪の切り方等
の実際を実技を交えて解説します。

‖ゅ感染症対策セミナエ

高齢者施設等感染症対策向上加算(I)(Ⅱ )tt
該当する研修および実地研修として感染症対策の

基本から解説します。

iV.医療のかかり方普及啓発
(く すり。一次救命処置)

「くすり編」では、薬の役割や多剤・重複投与対応の

考え方。
「一次救命処置」では、すぐに役立つた急処置や
AEDの使い方等実技を実施します。

岡山県医師会移動会長室事業

地域に開かれた医師会を目指 し、

県内各地域・施設・学校にて開催 しています。

すでに多くの特養、老健等の施設でも開催しています。

皆さんの施設に出向きます (出前講座)

各講座について勉強会を開催 しませんか ?

(開催費用は無料です)

【お気軽にご相談ください】

○岡山県医師会 会長と内容に応じた講師で対応。

○開催時間 :90分程度

○参加人数 :10名程度以上～

○連 絡 先 :岡山県医師会 地域医療課 担当 :森
定麟  086-250-5111

E… mail chiiki@po.okayam9.med,Or.,p
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移動会長室事業 県医―

フレイル予防 たんぱく質を !

`美咲町で第 19 「けんこう長寿教室・栄養編」ロ

!●
「
,「 |二 |:(| l tt■ it

爛

犬飼先生の食事指導に聴き入る参加者=美咲町林業センター

令和 6年度最後の移動会長室事業である第19回「県医師会発 Iけんこう長寿教室・栄養編」が、

令和 7年 3月 27日 (木)午後 1時30分から同3時まで美咲町林業センターで開催された。同町で
の開催は2回 目で、美咲町老人クラブ77名、役場職員3名、計80人が参加した。人口l万2,000人、

高齢化率は約4割とされ、老人クラブの会員は約4,000人。参加者は、半数以上が男性であった。

津山市医師会の梶俊策副会長の司会で開会。初めに、松山正春会長が「誰もが望むピンピンコ

ロリ ?」 と題して講演。“ピンピンコロリ
"は、残された家族にとつては心残りであり、理想的

な亡くなり方かどうかは疑問だ、とした。独居高齢者の孤独死に伴う検視をしている警察協力医

の存在を紹介し、「独居高齢者へいかに元気な段階で、地域として介入できるかが重要」と指摘。

特に、男性独居は、介入が難しく、孤独死も多いという。「フレイル対策の一つである社会参加

として、仲間とともに活動して欲しい」と力説した。

続いて、岡山済生会総合病院の大飼道雄医師が、「元気に長生きするために～食事
。逗動のポ

イント～」と題して講演。“手ばかり1で毎日の食事量の目安を知り、バランスよく食べること、

特に 1食あたり約15gの タンパク質を摂取することが大切とした。目安は、納豆 3パ ック。 l食

でこれだけ食べることは難しいので、毎食 2種類のタンパク質食品を使う。あと一品に缶詰や冷

凍食品を活用することも下手段とした。

フレイルは口から始まるので、歯磨きやかかりつけ歯科医師を持ち、定期的な検診 。治療も重

要とした。また、一人で運動だけする人と比べ、運動は出来なくても栄養に気を付け、社会参加

をする人の方が、フレイルリスクが低いと説明。老人クラブの集まりなどへの積極的参加を呼び

かけた。

当日は、栄養補助食品サンプルを提供し、上手に食生活に取り入れることを勧めた。老人クラ

ブからの生産として、参加者に卵 1パック (10個入り :タ ンパク質豊富な食材として選定)が贈
られた。

なお、 6年度の移動会長室事業は30回開催し、総参加者は1,700名であった。
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岡 山県 医師会 報 第 1661号 2026年 (令和8年)1月 10日発行 (17)

移動会長室事業

第71 ロ 「会長がゆく !虹色サロン」倉敷市

ACP住民ら熱心に聴講

1

司

人形を使いハイムリック法を説明する中尾先生

第71回「会長がゆく !虹色サロン」が、令和 7年 12月 6日 (土)午後 2時30分から同4時まで、

倉敷市中島の介護老人保健施設「福寿荘」で、近隣住民、施設職員を対象に開催された。

参加者は、近隣42人、職員12人合わせて54人。

開会挨拶 倉敷紀念病院 医師 Jヽ出 恭大先生

講演 I「ACP…知っていますか ?」
松山正春会長が自己紹介に続いて、岡山県医師会の災害救援活動やコロナまん延時での活動を

紹介。移動会長室事業は、①ACP'人生会議普及啓発、②フレイル対策、③医療のかかり方普及、

④感染症対策の4本柱があり、平成30年 9月 から令和 7年 11月 までの7年 3か月の間に135回 開

催し、計7,913人が参加した。中でも、ACP。 人生会議普及が最も多く70回で4,357人。そのうち15

回は、中高生を対象として開催され、883人が聴講、友人や家族にも話題が広がった。ACPと は、

「将来の医療やケアについて、本人が中心となって家族や親しい人、医療・ケアチ‐ムが、本人の

意思決定を支援するプロセス」であり、「生き方を考えること」。終末期には約70%の人が自分で

意思決定ができないといわれており、早い段階で将来の変化に備えておくことが大切。遠方から

突然帰ってきた家族が、一旦みんなで話し合って決めたことを覆すこともある。ACPは若い世代

も含め、全世代で必要なこと。ACPについて、「正月と誕生日の 1年に2回は話し合っていただ

きたい」と結んだ。

講演Ⅱ「命の終い方～救急現場のACP～」
岡山大学病院高度救命救急センター中尾篤典教授が、近年、同センターヘの搬送息者は増加し

ている、としたうえで、まず、咽喉頭に食べ物がつかえ窒息状態の処置法を説明。参加者の多く

は背部を殴打するとしたが、それでは窒息状態からは脱却しないこと、ハイムリック法という腹
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(18)2626年 (令和8年 )1月 10日 痛子岡 山県医師会 報 第 1661号

部を強く圧迫する方法を教えた。延命治療は不要と言っていた人が、コロナ感染症によリー旦人

工呼吸器を装着されると、約600/0の 人が、装着を必要とする若い人に譲るのは嫌という話。簡単

に死んで良い人はいない。救命と延命とは異なる。延命には様々な段階があり、前もって延命処

置の種類 点滴、酸素投与、人工呼吸器などを知っておいてもらいたい。ACPの 75%は覆される

と言われるので、平時から繰り返して確認しておくことが重要。簡単に死んで良い人はいない。「臓

器提供もACPの一つであり、運転免許証の裏に記載されているので見ておいてほしい」。同セン

ターで亡くなった10歳代女性の母親に粘り強く説明した結果、臓器移植に辿り着いた例も紹介さ

れた。

質疑応答
。今晩、運転免許証の裏を見ておく。

・医療的処置は、誰しも喜んで受けるものではなく、やむを得ず受けることだ。延命治療をど

うするかという議論に「人生会議」という名称には違和感がある。

閉会挨拶 倉敷紀念病院介護事業統括責任者 影山  靖 氏

(常任理事 木村 丹)

yy

御津医師会 :山中慶人
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岡 山 県 医 師 会 報 第 1661号 2026年鈴和8年 )1月 10日発行 (15)

移動会長室事業

ロ

フレイル対策
浅国市で第 |

大切な足のケア
「フットケア編」

」ｒ
…
Ｌ
講師 (手前左から3人目)からシャボンラッピングの仕方を教わる参加者

移動会長室事業の柱の一つ、第33回「フレイル対策」で、初の「フットケア編」が、令和 7年

12月 11日 (木)午後 7時から同8時80分まで、浅口市鴨方町の市健康福祉センターで開催された。

高齢者の7割は足に問題を抱えているとされ、「介護現場ではフットケアが重要」。参加した浅口

市や里庄町の医療介護従事者73人は、足の動脈触知についてやケアの仕方を学んだ。

開会挨拶 浅口医師会 新津 頼一 副会長

請演 I「岡山県医師会の活動報告」        岡山県医師会 松山 正春会長
岡山県医師会は役員20人、震災や水害など災害時の救援、コロナ感染症対策などのほか、行政

との折衝、研修会主催、県民公開講座を実施している。移動会長室事業は、ACP普及啓発、フレ

イル対策、感染症対策、医療のかかり方普及を4本柱として、平成30年 9月 の第 1回以来、令和

7年 ll月 末までに計136回 開催、7,967人 が参加した。今回は森田先生によるフットケアに関する

講演、 3人の講師による実技があり、フットケアについて学んでほしい。

講演Ⅱ「フットケア、何をする。何ができる」
川崎総合医療センター血管外科 森田 一郎 吉h長

フットケアとは、足の観察、足浴、爪切り、辟砥 (べんち)・ 鶏眼 (けいがん)処置、創傷処置、

保湿などで足の健康を維持し向上させるための方法・技術をいう。フットケアの始まりは、1980

年代、糖尿病の管理が不十分で下肢が壊死し、切断せざるを得ない患者が増加したことによる。
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(16)2026年 (令和8年)1月 10日斯予岡 山県 医師会報 第 1661号

同山県民の平均寿命は男女とも上位だが、健康寿命は中位、すなわち予防が悪いといえる。健康

寿命の延伸には、フットケアが重要だ。足の観察は、歩行、色調、浮腫、変形、潰瘍など。間欠

性
'ノ

実行のうち、動脈性は少し休むと歩ける、静脈性は歩行時に症状はないが立ち止まると疼痛が

出現、脊柱管狭窄症は歩行時に疼痛があり前傾姿勢で軽減する。糖尿病性の足病変には、末梢循

環障害による壊疸 (え そ)ヽ 自律神経障害による皮膚の乾燥・亀裂、運動神経障害による足の変

形がある。足の動脈触知は、大腿動脈、足背動脈、膝簡動脈、後睡骨動脈の4カ所が重要。健康

寿命延伸のため、 トータルフットケアをメげていきたいと考えている。

請演Ⅲ「日々 のケアでフレイル予防 !」         Rehope岡 山 三宅よしえ氏
フレイルとは、年齢とともに心身の活力が低下し、■理機能障害が出現、要介護】犬態、死亡な

どの危険性が高くなった状態。その予防には、栄養、身体活動、社会参加があり、フットケアは

足の身体活動を支え、その効果は元気に歩ける、気持ちが明るくなる、生活の質の向上が挙げら

れる。足を守るためには、筋力保持、動脈触知、爪切りに留意すること。高齢者の7割は、足に

問題を抱えており、介護現場でフットケアに取り組んでいただきたい。

実技 :「シャボンラッピング、動脈蝕知、軟膏塗布」

Rehope岡 山 三宅よしえ氏、倉敷中央病院 石井富美江氏、倉敷平成病院 高下 昌子氏

シャボンラッピング (ビニール袋に弱酸性ボデイソープと水10ml程度を入れて泡だたせマッ

サージ)、 動脈蝕知 (大腿動脈、膝宙動脈、足背動脈、後腿骨動脈の4カ所)、 軟膏塗布 (保湿外

用薬塗布、外用薬には軟膏、クリーム、ローションがあり、足の外用薬経皮吸収率は他の部位に

比べ低い)について。

参加者から3人がモデルとなり、講師の指導でシヤボンラッピングを体験した。

【参加者からの感想】

l今まで足について深く考えたことはなく、足の重要性が理解できた。

…施設で寝たきりの人にも応用できる。

(常任理事 木村 丹)
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「日医かかりつけ医機能研修制度 令和ウ年度 応用研修会」

(映像研修)のご案内

令不日7年 11月 2日 (日 ) 10100γ 17:25
岡山県医師会館 三木記念ホール
岡山県医師会  :
プログラムのとおり

医師 (岡山県内)

200名

岡山県医師会 地域医療課
TEL 086-250-511l   FAX 086-251-6622

E―MAIL  chiiki@po okayama med.or.」 p

10月 24日 (金)17:00まで  ※お申込受付完了の通知等はいたしません。
*定員となり次第締め切らせていただきます。    i
(定員となつた後にお申し込みいただいた場合のみご連絡いたします)

岡山県医師会ホニムページトップページ内の「トピックス」より「受講申込書」

8.申込期間

9.申込方法

をダウンロー ドtまたは、下記「受講申込書」により岡山県 会まで FAXし て

ください。

10.単 位  日医かかりつけ医機能研修制度 応用研修 :6単位
日医生渥教育カリキュラムコー ド   :6単 位 (6CC)

11.お願い
H昼食は各自でご準備ください。
・会員専用駐車場の台数に限りがございますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。
日研修会をやむを得ず中止する場合があります。中止する場合は、県医師会ホTムページでお知
らせいたします。

FAX:086■ 251…6622

11/2(日 )日医かかりつけ医機能研修制度 応用研修会

「受講申込書」

♯芋オンライン

'〃
を希望される方ヘギ♯

βf=だの肋力″ゴオ‐夕
"算
眸獲殉だ β́ r′θガ r,冒 rβ).

′rガ ♂β rガ ″う7′.各回磨月2J♂
'ス'解

され声売

本号をご我層てださι BD

ふりがな)

お 名 前

医籍登録番号 生年月日 (西暦)

医療機関名

住   所
一Ｔ

電 話 番 号
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研修会へのお申込みにつきましては、次の「個人情報の取り扱い」をご確認いただきまして、「MAⅣIIS(医師

会会員情報システム)」 における登録情報等の共有についてご同意の上、お申し込みください。
′      <個 人情報の取り扱い>

本研修会の受講申込に際して得た個人情報につきましては、本研修会の運営に関してのみ使用いたします。

また、「日医かかりつけ医機能研修制度」における応用研修会の受講実績をはじめ修了申請者 の管理等を ЩヽMIS

にて行います。日本医師会および都道府県医師会 (郡市区等医師会)は、本制 度の円滑な運営のために必要があ

ると認めるときは 受ヽ講者のために必要な範囲で、MAⅣIISの管 理者アカウントもしくはMΔMISの当該受講
者のアカウントを利用して MAⅣIISにログインし、デー タ登録およびその他必要な処理を行います。予めご了

承ください。なお、当該処理により、各医 師会が行った操作の結果は、当該利用者に帰属します。

日医かか りつけ医機能研修制度 令和 7年度応用研修会  (映像研修)プ Tグラム
｀
                         日  時 :H月 2日 (日 )10100～ 17:25

場  所 :南山県医師会館 三木記念ホール
※ 本研修会は、令和 7年 9月 21日 (日 )に 日本医師会主催で開催された令和 7年度応用研修会 (第 1回 )の

映像研修です。

10:00 開翻

lr】 :r)気 議 塾

10:05～ lli05(60分 )                           応用研修 1-1011単位、生涯教育 CC82■ 単位

1.肝臓病の診断と治療
竹原 徹郎 (独立行政法人 労働者健康安全機構 関西ろうさい病院 病院長)

<休憩 5分 >

1● 10～ 12110(60分)                           応用研修 210:1単位、生涯教育 CC73■ 単位
2.慢性腎臓病 (CKD)の診断と治療               

｀

成田 一衛 (新潟県健康づくり。スポーツ医科学センター センタ‐長)     .

<昼食休憩 55分 >12:10～ 13:05

13:05～ 14:05(60分 ) 応用研修 310:1単位、生涯教育 CC15■ 単位
3.高齢者肺炎の治療と多職種連携

海老原 覚 (東北大学大学院医学系研究科 臨床障害学分野 教授)
<休憩 5分 >

14:10～ 15110(60分 ) 応用研修 4-10:1単位く生涯教育CC77:1単位

4.かかりつけ医に必要な骨粗慈症への対応
井上 大輔 (帝京大学ちば総合医療センタと 病院長、内分泌代謝内科教授)

<休憩 5分 >

15:15～ 16:15(60分 ) 応用研修 5-10:1単位、生涯教育 CC19■ 単位

5.かかりつけ医とリハビリテーシヨンの連携
木下 翔司 (東京慈恵会医科大学 ヅハビジテーション医学講座 講師)

<休憩 5分>

lo:20～ 17:20(60分 ) 応用研修 610:1単位、生涯教育CC80:1単位
6.事例検討～在宅医療における連携/認知症を含むマルチモビディティヘの取組～

「在宅医療における連携」●0′ノブ`l

織田 正道 (社会医療法人祐愛会 織由病院 理事長)
「認知症を含むマルチモビディティヘの取組」(30分 )

近藤 敬太 (藤田医科大学 連携地域医療学 助教、
豊田地域医療センター総合診療科 在宅医療支援センター長)

W i20閉会挨拶

17:25 閉会

※内容等が変更となる場合があります。
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「岡山県医師会認定かかりつけ医研修会」のご案内
(地域包括診療加算・地域包括診療料に係るかかりつけ医研修会)

1 開催日時 日会場 百定員

開催日 開催時間 会場 定員
｀

A 令和 7年 7月 6日 (日 ) 10:00,ψ 18:00
岡山会場

三木記念ホール
200名

B 令和 7年 9 7日 (日 )

※Aの映像研修です。
10: 00,▼ 18:00

岡山会場

三木記念ホール
200名

C 7 10 5日

※Aの映像研修です。
10: 00-18:00

津山保健センター

会議室 (2階 )
30名

2.主  催
3.対  象
4.申 込 先

5.申込期間

岡山県医師会

医師 (岡山県内)

岡山県医師会 地域医療課 TEL 086-250-511l FAX 086-251-6622
令和7年 6角 9日 (角 ) ～ 6月 20日 (金 )まで
定員となり次第締め切らせていただき、岡山県医師会ホ〒ムページ でお知ら

せいたします。定員後にお申し込みいただいた場合はご連絡いたします。

6.申込方法   「受講申込書」べご記入のうえ、FAXにてお申し込みください。
7.単  ,位   岡山県医師会認定かかりつけ医制度  :新 規 日更新研修

日医かかりつけ医機能研修制度 応用研修 (関連研修):2単位
日医生涯教育カリキュラムコー ド   :7単 位 (10CC)

8.お願い
H昼食は各自でご準備ください。                    下

B困及ゴ回につきまして、会員専用駐車場の台数に限りがございますので、できるだけ

公共交通機関をご利用ください。

FAX:086…25卜6622  「岡山県医師会認定かかりつけ医研修会」
※申込期間 令和7年 6月 9日 (月 )～ 6 月 20 日 (金)まで

「受講申込書」

俗、りがな)

お 名 前

医籍登録番号 生年月日 TESLH  年   月   日

医療機関名

住   所

電 話 番 号

(〒 )

( )

希望参加日にOを
してください

・A(7/6(日 )岡山会場)・ B(9/7(日 )岡山会場)・ C(lo/5日 (日 )津山会場)

０
と
０
じ



9.プ ログラム

*9月 7日 (日 )及び 10月 5日 (日 )開催の研修会は、7月 6日 (日 )の映像研修となります。

開催日 :令和 7年 7月 6日 (日 )

10:00(1)開会・挨拶 (5分 ) 岡山県医師会長 松山 正春 生渥教育制度
CC:単位

(2)講 義

1.認 知症 (60分 )
三原 雅史 (川崎医科大学 神経内科学 教授 )

10:10
CC29 : 1

2.精 尿病 (60分 )
四方 賢― (岡 山大学 名誉教授 '特命教授 )

11:10 eC76 : 1

12i10  <休 憩 日昼食 >(40分 )

3.脂買異常症 (60分 )
内:ヨ  Йttt二 (岡山大学学術研究院医歯薬学域CK〕 =OVD地域連携包括医療学講座教

“

長)
12:50 CC75 : 1

4.高 血圧症 (60分 )
上村 史朗 (川崎医科大学 循環器内科 教授 )

13:50 CC74: 1

5.禁煙指導 (30分 )
西井 研治 (岡 山県健康づくり財団附属病院 院長)

14:50 CCl.1 : 0.5

6.死体検案 (30分 )
三浦 雅布 (川崎医科大学 法医学教室 准教授)

15:20 CC81 : 0.5

15:50  <休 憩 >(5分 )

7.健康相談 (30分 )
菅崎 仁美 (岡山県訪問看護ステーション連絡協議会 会長)

15:55 CC4: 0 5

8.服 薬管理 (30分 )
赤松 祐介 (岡山県薬剤師会 在宅委員会委員 )

16:25 CC73: 0.5

介護保険 (30分 )

三 石 哲 也 (一般社団法人

16:55

岡山県介護支援専門員協会常務理事 )

9
CC13: 0 5

10.在宅医療 (30分 )
州ヽ 森  栄作 (医療法人ザイタック ももたろう往診クリニツク 院長)

17:25 CC80: 0.5

17:55(3)閉 会 E挨拶 (5分 )

18i00(4)終 了
※内容等が変更 となる場合が ります。
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令 和 7年 度

歯科医師認知症対応方向上研修会
「アルツハイマー病ィ抗アミロイドβ抗体薬による新たな治療～」

□ 日 時

令和8年 2月 19日 (木)

19iOO-21 iOO

□ 会 場

岡山県歯棚因師会館 2階 もも丸ホール

及びWeb配信 【Zoom】

■当日、以下のものをご持参下さい。

1.プログラム   2.日歯生涯研修事業 ICカード

※この研修は施設基準「□管強」「歯援診」の届出に係る研修に該当しまする

岡山県 ・ 岡山県歯科医師会

(岡山県委託事業)

20:10 研修Ⅱ  常務理事 '青水 俗雄

21:00 閉 会  冨1会長  小見山 信

安井 誠一 課長

寺田 整司 先生
翻

款 麟 駆 雄 聯 ―

センター長

19:00 開 会

挨 拶

会 長 西岡 宏樹

19:10 研修 I

岡山県
子ども・福祉部
長寿社会課
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【研修 I】 基礎知識と連携・制度

慈圭病院 認矢日症疾患医療センター センター長

てら  だ し

司 先生寺 田
せい

東文

【抄 録 】
アルツハイマー病に対する抗アミロイ ドβ抗体薬が、本邦で発売されてから2年余りになります

(レケンビは 2023年 12月 ～、ケサンラは 2024年 11月 ～)。 現時点で、2斉Jが使用可能となってい

ますが、まだまだ発売されてから日が浅いこともあり、はつきりしない点も多々残つていますb

今回の研修会では、まず、アルツハイマ‐病の病態機序について、初級編
。上級編 。最上級編と

分けて解説します。具体的には、一般的なアミコイ ド仮説、より詳細なアミロイ ド仮説、そしてプ

リオン様伝達となります。次に、後半では、レケンビとケサンラそれぞれについて、これまた、初

級編・上級編・最上級編と分けてお話しします。具体的には、一般向けのお話、第 3相治験の詳細

な比較、そして治療にあたり留意しておくべきこと、となります。また、最後に、時間があれば、

最近の学会報告にも触れる予定です。

今回も、内容が盛り沢山すぎて、途中で「終わり」になるかもしれませんが、参加された先生方

にとつて、少しでも有益な内容になればと思つています。

【略 暦 】

平成 2年 3月

平成 2年 4月

平成 2年 6月

平成 4年 6月

平成 7年 4月

平成 10年 4月

平成 12年 10月

平成 17年 11月

平成 23年 5月

令和 7年 4月

16日

1日

岡山大学医学部医学科       卒業

岡山大学医学部神経精神医学教室   入局
高見病院 精神科・神経内科     医師
山陽病院 精神科・神経内科     医師
岡山赤十宇病院 精神科・神経内科  医師
岡山大学病院 精神科ネ申経科     医員
岡山大学病院 精神科イ申経科     助手
岡山大学病院 精神科神経科     講師
岡山大学学術研究院 医歯薬学域 精神ネ申経病態学准教授

慈圭病院 認知症疾患医療センタ∵長 (慈圭精神医学研究所 扇1所長 )

現在に至る

医師免許証取得

精神保健指定医

医学博士

認定産業医

【資格・免許 】
平成 2年 5月

平成 9年 4月

平成 13年 10月

平成 20年 9月

【専門分野 】
精神医学一般、認知症、老年精神医学

【加入学会ほか 】
日本精神神経学会 (指導医・専門医)       日本老年精神医学会 (評議員・指導医・専門医)
日本認知症学会 (評議員・指導医・専門医)    日本神経学会 (指導医・専門医)
日本神経病理学会 (評議員・指導医・専門医)   日本臨床精神神経薬理学会 (指導医・専門医)
日本神経生理学会 (脳波指導医・脳波専門医)   国際老年精神医学会
日本臨床倫理学会 (理事 ,評議員・上級臨床倫理認定士) など
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【研修Ⅱ】 かかりつけ歯科医の役割

一般社団法人 岡山県歯科医師会 常務理事

し  みす  ひろ  お

清 水 裕 雄

【抄 録 】                ′

高齢者の6人に一人が認知症と言われていますが、全国平均より高齢化が進んでいる岡山県で

は、住民の 15人に一人が認知症で、9人の若年者と5人の認知症ではない高齢者が一人の認知症

高齢者を支えることを意味しています。全身疾患の有病率も高い傾向にある高齢者への歯科治療

は、認知症が進行すると徐々に難しくなってきます。かかりつけ歯科医であるからこそ気付ける軽

度認知症の兆候を理解することは、その後の治療においてとても重要になります。来院できるうち

に診療室でないとできない治療をしつかり進めておくことは、日腔内を含め全身の健康状態を少し

でもいい状態に保うことにつながります。

今回も基本知識編を踏まえて、認知症に早期に気づくためのポイントや歯鵜医療機関での具体的

な対応とそれに必要な知識を、動画なども見ていただき、学んでいただきます。医院全体で認知症

の人や家族への支援を行う基本的知識を持っていただければ幸いです。

【μ各 暦 】
昭不日63年
平成 4年
平成 10年
平成 25年
平成 26年
令和 2年
令和 3年

【MEMO】

岡山大学歯学部歯学科卒業

岡山市で開業

医学博士

岡山県歯科医師会理事

彼AND DEヽlTAL ttINIC理事長

岡山大学臨床教授

岡山県歯科医師会常務理事

現在に至る
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令和 8年 2月 13日

令和 7年度岡山県認知症対策連携会議 岡山県看護協会活動報告

#計画通り以下の研修を実施し217名 の受講があった。

#依頼により実施している地域での健康応援出前講座を8件、在宅アドバイザー派遣を

3件実施した。                                ヽ

地域での健康応援出前講座 :認知症をもちと知ろう 8件′

在宅ァドバイザー派遣 :認知症のある人の意思決定支援 2件

認知症の人とのコミュニケーション 1件

研修名 開催日 期間 離
携

受購 数 研修目的。日標

〔認知症ケ″力n算 2および3対象研修】

認知症高齢者の看護実

践に必要な知識

A日程

9/9

(火 )
1日

eラー三ング

終了後

会場

142名

1認知症高齢者における国の施策や医療の現状を理解すること
力kきる
2入院中の認知症高齢者を適切にケアするための基本的な知識
を理亀睾することができる

(対象〕看霞口F(露知症ケア加菌2および3の施設墨導に準ずる)

く注意事項 >

先着‖口です
。各日程、先着 80人
・ 同一施設からの複数の申込は可能な限り分散してお

申込みください

日程・受講者の変更(まできません

【認知症ケ勅n算 2および3対象研修】

認知症高齢者の看護実

践に必要な知識

B日程

9/10

(水 )
1日

※岡山県委託

認知症女,応力向上翻 彦事業

【認知症ケアカn算 2および 3対象研修】

認知症対応力向上研

修 (3日間)

A日程
(県 )

10/3

(金 )

10/6

(月 )

1/7

(水 )

3日 会場

75名

病院に勤務するリーダー的看護職員が認知症患者の対応に必要な

知識・技術を修得し、各施設での認知症患者の対応力向上につな

ける。
1認知症についての基本的な芸口識について理解できる
21国々の認知症患者の実践的な対応について学ぶ

3院内タトの連携Iこついて理解できる
4自施設の認知症患者の対応力向上のためのマネジメント及び
人材育成につして理解できる

5認知症患者の対応につして振り返り、自己の課題を明らかに
し、解決の方向性を見つlすること力kきる

(対象) 病院に勘務げるリーダー的な役割の看臣職員
(認知症ケア加輝 2および3に準ずる)

※1日 日、3日目はA・ B日程合同で開催します

※受講申込■の備考相に「氏名のフリガナ」と「生年月日(西暦)」
を記職してください
け抄らの修了皿に必要になります)

※岡山県委託

認知症対応力向上研修事業

【認知症ケ勅Π算 2および 3対象研修】

認知症対応力向上研

修 (3日間)

B日程

(県 )

10/3

(金 )

10/27

(月 )

1/7

(水)

3口 会場
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令和 7年度 薬剤師認知症対応力向上研修会 【厚生労働省事業研修会】

令和7年 7月 27日 (日 )9100～ 12:35

オンライン開催 (Zoomウ ェビナー)

本研修会は、認知症高齢者の増加に伴い、かかりつけ薬剤師が認知症患者とその家
族を支えるために必要な基本知識や、適切な認知症ケアについて理解し対応ができ
るようにするための研修会です。今後の業務に必ず役立つものと思います。
また、本研修会は、厚生労働省事業研修会となります。後日、岡山県より修了証書
が発行されます。

「認知症の周辺症状とその治療」 (60分間)
岡山赤十字病院 精神神経科  大塩 健文 様

「かかりつけ薬剤師の役割」 (30分間)
在宅委員会 委員 赤松 祐介

「薬局業務における実践」 (60分間)
在宅委員会 委員 小川 泰治

「地域・生活における実践」 (60分間)
在宅委員会 委員 辻本 正浩

栗剤師

300名

無料
※PECS受講単位が必要な非会員 1,000円 (内税10%90円 )

岡山県薬剤師会ホームページからの申し込み
会員ベージ >講習会 >認知症対応力向上研修会
https://www,opa.or.jp/mem/kousyuu/index.php?kousyuu_id=266363 Ⅷ
日薬研修プラットフォームからの申し込み
httpsi//nichiyaku.manaable,coin/signup 蠅
令和7年 7月 18日 (金 )

日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度 (PECS 2単位)申請中
日本薬剤師会生涯学習」PALS認定薬剤師制度 【研修会コード:33i2025-0006-101】

予定なし

IⅢI車
イ捜:―‐1険ネ土団法人岡I五県薬斉11師会 鮭 録番号 :T4-2600-0500-8793)

*参加費のお支払いには決済システムとして「fincむ de byGMO」 を採用しています。

※ PECS単位取得については、当会ホームページの参加申し込みページをご確認ください。

※ 参加費等のご負担をお願いする方には後日事務局よりご連絡します。

※ インボイス制度開始に伴い、当案内及び通帳等の支払の記録をもって、適格請求書とさせていただき
ます。

※ 日薬研修プラットフォームについては当会ホームページでご案内しています。
httpsi//wwwl opa.or.jp/other/00167007 php
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委員会活動/在宅委員会

①令和7年度薬剤師認知症文」応力向上研修会

②遠藤繕成

【Web研修】

講演内容

「認知症のBPSD(周辺症状)と その治療」(60分間)

講師 :岡山赤十字病院 精神神経科 医師 大塩健文 先生′
「かかりつけ薬剤師の役割」(30分間)         在宅委員会 委員
「薬局業務における実践」(60分間)          在宅委員会 委員
「地域・生活における実践」(60分間)    ,   在宅委員会 委員

赤松祐介

小川泰治

辻本正浩

日時 :令和 7年度 7月 27日 (日 )9:00～ 12:40

令和7年度薬剤師認知症対応力向上研修会を開イ樫しました。研修を実施する事によりて薬剤師が

認知症に対する理解を深め、認知症の疑いがある人に早期に気付き、かかりつけ医等と連携して対

応するとともに、その後も認知症の人の状況に応じた服薬指導を適切に行う事を目的としていま免

最初に大塩先生より、「認知症め診断基準」「認知症の原因」「中核症状とBPSDについて」

「BPSDへの対応・治療」「せん妄」についてご講演頂きました。

特に印象に残ったのは、

・BPSDは中核症状以上に介護者や医療従事者の大きな負担となうていること
,BPSDの 非薬物療法及び薬物療法 (症状別の治療について)
・せん妄と認知症は別の疾患だが、両者は併存していることが多いこと

認知症とその家族等に関してできる限りのサポ戸卜をするために認知症及びそれに関連する疾患と

治療への理解を深める必要があると感じました。

次に赤松先生より、かかりつけ薬剤師の役割として「認知症の早期発見・早期対応」「多職種連携

の必要性」についてご講演頂きました。本人の視点を重視したアプロ▼チをする事によって、本人

にとってのよりよい暮らしが出来る事を学びました

次に小川先生より、薬局業務における実践として「認知症の薬物療法」「投薬時の注意点」「認知

症の人への対応」についてご講演頂きました。認知症の人とのコミュニケーションを高めるために

は、本人に寄り添い、本人の意思をくみ取るように意識し、介護家族
への支援も重要である事を学

びました。                        、

最後に辻本先生より、地域・生活における実践として「認知症の人への支援」「多職種連携」「認

知症サポーター」についてご講演頂きました。認知症の人の地域における生活を支える為に必要な

支援の基本、活用できる医療・介護等の施策、地域連携の重要性について学びました。
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この研修を通じて私は、認知症の症状とその治療、また認知症の人とその家族を支える為に必要な

基本知識や、医療と介護の連携の重要性について学ばせて頂きました。

今後も在宅委員1会として、厚生労働省事業である認知症対応力向上研修会を実施していこうと思い

ます。     (

→令和 8年度6月 実施予定
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鱗 認畑機能セかフ競巫ジカーCognitive function Setf checker

I匠躙を見 1つ t鶏るだ縦J押籍

認矢日機能を為I鈴で評価

筆記や囲頭での圏答は工切必要なし。

認策□症予防に向けたきつかけ作りに。

健康な方を対象にサービス提供する

ことで、MCIの早期発見を促し、個人

が健常レベルヘ回復するための行動

変容を行うことを目指します

ヽ

0

※脇知機能セルフチェッカー」はヽ株式会社FOVEが提供する製品・サービスです。

サービス対象者
MCI力」ら―

健常|レベルヘの

回復41お～44%

MCIから認知歴への

推移率距

1年で約10%

鰈 者i

※Bruscou MJ Lovestone Sils MCI really just early demenHa?
A systematic review Of cOnversion studies,int Psychogeriatr.

2004」 uni1 6(2):129‐ 40。より弓1用

医療機関で実際に利用される

「神経心理学的検査」をベースに、

5つの記祭E領城を
(記1臆、注意、言語、計算、空間認識)

禾lJ用者は正解の選択肢を

見つめることで回答します

6鞘桜Чtt・
″n_

謂

廻 迎移
呼干「ぷゃめてくだれヽ

③ω 鞘

本機器は、認夕[l症の診断を行うものではなく、また医療機器ではありません。診断・治療については医8帝による複合的な判断が必要です。

41



テスト結果
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ら0代男性

人の名前がパッと出てこなかつたり、家

の鍵を閉めたかどうか等の物忘れが

あり、不安を
―
感じたので不」用した

50代女性

母親が認畑症になつたのをきつか
けに、人どとではないと思い、本サービ

スを利用した。
40代女性

家族にすすめられ、認知症になつたら家

族にも大きな負担を掛けてしまう

と層:い利用した。

60代男性

サービス

利用料

月額レンタル費用

1セットあたり

レンダル内容

―テスト機器 1セ ット
‐販促資材 (ポスター、チラン等)

導入唐舗様で準備が必要なもの

‐机および椅子
―電源 (コンセント1つ )
‐インターネット接続 (有線・無線ともに可)
‐パソコン (ブラウザ利用)
‐プリンrフー (結果用紙Ep刷 )

サービス詳細。お問い合わせは

19:800円 (税込∫
中初期費用
‐返送費用
‐契約期間
中支払条件
‐納  期

55,000円 (税込)/セット
1,100円 (税込)/セット(返却時)

初回6ヶ月 (以後、1年ごとの更新)
初期費用前払い十月額利用料の翌月末支払い

発注後、Б営業日以内 (沖縄、離島を除く)

*イ ンターネット接続不要のプランもございます。

詳細は右記ページ内の【お問い合わせ】フォームよりご連絡ください。
こちら⇒

魏

饉D東和案罷
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「認知機能セルフチェンカ~の貸出事業」について

当会は認知機能セルフチェッカーの貸出事業を実施しています。    ´
自薬局で実施する健康フェアなどイベント、また、他団体等からの派遣依頼 (イベント・出前講習会など)

での「認知機能測定」に活用されています。
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申込件数 26件

一般社団法人岡山県介護福祉士会 認知症対策

■ キヤリア形成訪問指導事業(抜粋)                       ・

福祉・介護施設 。事業所を巡回し、介護技術等に関する研修を行うことにより、職員のキヤリアアップや資質の向上及び定着を支

援することを目的とした事業。本会会員講師を派遣し、下記のとおり実施した。

実施件数 24件 受講者総数 255名⇒

実施日 施設名 。参加者数 テーマ

2024年 12月 18日 グルーホーム 美星 (4名 ) 認知症の理解とケア

2024年 12月 21日 グループホーム みらい (8名 ) 認知症の理解とケア

2025年 1月 16日 グループホーム はるや (10名 ) 認知症の理解とケア

2025年 1月 28日 ケア八ウス 楽々園 (7名 ) 認知症の理解とケア

■ 介護入門教塞(抜粋)

家庭で介護をしている方、これから介護する方を対象に介護制度や、移動・排泄 ;食事介助等の内容について20件実施した。 (受

講者総数368名 )

実施日 地区名 会場・参加者数 内  容

2024年8月 27日 岡山 大上集会所 (大上なかよし会、6名 ) 認知症の話

2024年 11月 10日 岡山 きらめきプラザ (盲ろう友の会、8名 ) 盲ろう者支援員養成講座「高齢者の特徴」

2025年 1月 16日 岡 山 岡山市立平福小学校 P特別教室 (85名 ) 認知症の話

■ 聴覚障害者のための介護入門教室 (抜粋 )

家庭で介護をしている聴覚障害者の方を対象に下記の内容にて実施した。 (受講者総数36名 )

■ 個祉・介護の仕事出前講座 (岡山県事業)(抜粋)小 学校 14校、中学校2校、高等学校4校  (合計)20校、 1′ 046名

実施日 会場 。参加者数 内 容

2025年2月 21日 ももノヽウス (20名 )
地域で元気に過ごすために フレイメレ認知症予防につ

いて

実施日 学校名・参加者数 内 容

2024年 10月 1日 岡山市立庄内小学校 4年生 (75名 ) アイマスク体験、仕事の内容・やりがい

2024年6月 3日 岡山市立芥子山小学校 4年生 (130名 )
高齢者の暮らしやどんなことに不便さを感してい

る
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令和7年度 岡山県老人福祉施設協議会

軽費・ケア八ウス部会 × 養護老人ホ
エム部会

チームで取り組む認知症介護実践研修会
開 催 要 綱

※この研修会は法定研修(「認知症介護実践研修(実践者)(リーダ
i)」等)ではございません。

1.趣  旨
本研修会は、軽費老人ホーム・ケアハウスと養護老人ホームの介護職員を主な対象とし両部

会が合同にて企画いたしました。認知症の基礎知識やケアについて知識を深めることもに、

認知症の方への適切なチームケアの実践につなげることを目的に開催いたします。

2.主 催      I         、

岡山県老人福祉施設協議会 軽費老人ホーム・ケアハウス部会 /養護老人ホーム部会

3日 日 時
令和8年1月 14日 (水)10:00～ 16:00(受付開始 9:30)

4.会  場
きらめきプラザ 3階 301会議室(岡山市Jヒ区南方2丁目13-1)

5.参加対象

県老施協会員施設 養護老人ホーム、軽費者人ホ
ニム・ケアハウ女の介護職員でリーダー・ ィ

指導者等、中堅以上の職

6.定  員  40名

7日 内 容      :
講義・演習 10:05～ 12:00
「認知症の病気の理解、認知症の人の心理的理解」「認知症の人の環境を考える」

講師:介護老人保健施設 不口光園 藤井 一樹 氏

昼食休憩 12:00～ 13:00

講義・演習 13:00～ 16:00
「認知症ケアと職場内教育(OJT)」
「チームケアのためのよりよいチーム倉Jり」

講師:特別養護老人ホーム唐松荘 施設長 池田 不口泉 氏

8.参加費について

無料(県老施協会員施設)
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9.参加申込

下記申し込み専用ウオームより、令和8年 1月 9日 (金 )までにお申込ください。

httDS://forms.gie/KduBvgwiZPKaHa8Z7 <QRコードからも申し込み
フォームに進めます鞘

10.会場のご案内
・ 会場には研修会参加者用の駐車場がございません。ご不便をお掛けしますが、公共交通機関

でお越しいただくか、同辺の有料駐車場をご利用ください。

・ 昼食の斡旋等はございませんので、各自でご用意ください。(きらめきプラザ1階ではお弁当

やパンの販売がある他、軽食喫茶もございます)

11.昨年度参加者の声(事後アンケートよリー部抜粋)
●

一
◆ｒ

浄
‐

Ｏ
　
Ｏ
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ

利用者も職場もコミュニケーションが大事な事。再確認ができた。

チエム作りをどのように進めていくべきか悩んでいたので、具体的に

教えていただけ、参考になりました。

新しい認知症への理解ができチーム作りの考え方が参考になりました。

認知症について、より理解を深めることができました。他施設との情

報交換もでき、良い時間を過ごす事ができました。

O 認知症やそのケアについて、よリー層理解を深めることができました。現在働いている施設でも、ケアに困つて
いる事例があるので、今日の研修内容を参考にケアの仕方を考えてみようと思います。

O 認知症の様々な症状を知ることができました。それぞれにあつたケアを考えてしていきたいと思いました。
日標を決めて、いぃチームをつくりたいと思いました。                |

121申込・問合せ先

岡山県老人福祉施設協議会事務局 担当:三宅(岡山県社会福祉協議会 地域福祉部内)

〒700-0807岡 山市北区南方 2丁目13-1 きらめきプラザ3階
TEL:086-226-3529 FAX:086-227-3566
E― mait:rniyake@fukushiokayama.or.,p        .

URLihttps1//www.okay ama― roushikyo.io/
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一般社団法人 岡山県老人保健施設協会

令和 7年度 認知症介護実践研修 (実践者研修)募集要項

1 目的
認知症介護実践研修 (実践者研修)(以下「実践者研修」という。)は、認知症についての理解

のもと、本人主体の介護を行い、生活の質の向上を図るとともに、行動・心理症状 (BPSD)を予防でき

るよう認知症介護の理念、知識、技術を修得するとともに、地域の認知症ケアの質向上に関与するこ

とが出来るようになることを目的として開催します。     .
なお、本研修は、「認知症介護実践者等養成事業の実施について」 (平成18年3月 31日付老発第

0331010号厚生労働省老健局長通知)に規定する認知症介護実践研修の実施主体として、岡山県知事

から指定を受け実施します。

2 研修実施機関
一般社団法人 岡山県老人保健施設協会 (以下「岡山老健協」という。)

3 研修対象者
この研修は、岡山県内の介護保険施設・事業所に従事する介護職員等で、原則として認知症介護基

礎研修を修了した者あるいはそれと同等以上の能力を有する者であり、身体介護に関する基本的知識・

技術を修得しており、実務経酸2年を有する者を対象とします。

なお、同一研修 (痴呆介護実務者研修 (基礎課程)を含む)修了者の再受講はできません。

4 定員数   36名

5 受講料  岡山老健協  (会員)28, 000円  / (非会員)33, 000円
※受講料は受講決定通知時の案内に従つて、指定口座に期日までに振込んでください。

6 研修内容
別添カリキュラムのとおりとします。

研修は、講義・演習形式及び実習形式で行うものとし、「講義・演習」、「職場施設実習」、「各種レポ

ート提出」の企てを修了しなければなりません。

◆ 講義・講習 (職場実習の課題設定を含む) :5日 間 (日程の中途にインタツヽ'lレ期間あり)
● 職場実習 (アセスメントとケアの実践)  :4週 間
◆ 職場実習評価              :1日 間

※ 職場実習について
職場実習は、研修で学んだ内容を生かして認知症の人や家族のユーズを明らかにするためのアセ

スメントをし、その内容をもとに認知症の人の生活支援に関する目標設定、ケアの実践に関する計

画やケアの実践を展開できることを目的としています。

そのため「職場実習の課題設定」および、4週間の「職場実習」では、受講者が現在関わりに困難

さ等を感じている自施設・事業所での認知症の人の事例を取り上げ、アセスメントとケアの実践計

画を作成して集中的に取り組んでいただきます。

また、その結果を「職場実習評価」で発表していただきます。
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7 研修日程 日会場等
◆ 【講義・演習】
日  時 :前期研修 令和 7年 6月 20(金 )、 6月 23日 (月 )～ 6月 24日 (火 )

(イ ンターバル期間 令和 7年 6月 25日 (水)～ 7月 14日 (月 ))

:後期研修 令和 7年 7月 15日 (火)～ 7月 16日 (水 )

研修会場 :おかやま西川原プラザ (岡山市中区西川原 255番地)

◆ 【職場実習】
日  時 :令和 7年 7月 17日 (木)～ 8月 13日 (水)  4週 間
場  所 :現在受講者が勤務している介護保険施設・事業所

i

◆ 【職場実習評価・修了式】
日  時 :令和 7年 9月 5日 (金 )
会  場 :おかやま西川原プラザ (岡山市中区西川原255番地)

8 申込方法
岡山県老人保健施設協会HP(httpsi//rOken okayama.com/)か ら、次に記載する申込書類をダウン

ロードして必要事項を記入のうえ、所属する事業所等の代表者を通じて、岡山県老人保健施設協会認

知症介護実践研修事務局へ郵送にて提出してください。

なお、「申込書類」の記入内容等に不備がある場合は無効となることがあります。

〔申込書類〕

① 受講申込書 (実 一様式1)

② 実務経験証明書 (実 ―様式 2)

③ 返信用封筒 (定型外角 2サイか

※ 切手の貼付は不要です。

なお、返信用封筒は、決定通知の送付用又は受講できなかつた場合の書類返送用として使用

しますので、事業所の住所 。事業所名・ご担当者様のお名前を必ず記載してください。

9 注意事項
。 この研修は、全課程 (講義・演習、職場実習、実習報告書提出等)の修了が必須となります。

なお、実習報告の内容によつては、再提出等を求める場合があります。

・ FAXで の申込みは無効とします。
・ 応募者多数の場合は選考により受講者を決定します。

・ 受講の可否については、申込み締切 り後、文書にて通知します。

・ 選考の結果、受講できない場合は提出書類を返却します。

・ 決定した受講者の変更には応じられません。

・ 受講者決定後、受講を辞退される場合は、必ず研修事務局までFAX等により連絡してください。

・ 受講料は、原則として返金しません。ただし、《講義・演習》初日の前日までに辞退の申し出が

あつた場合には、受講料の半額 (やむ得ない事情の場合は全額)を銀行振込にて返金します。

なお、振込手数料等は受講者負担とします。

・ 本研修を受講した者は、その者が従事する事業所等を所轄する市町村より問い合わせがあった

場合、研修事務局が市町村へ通知することを承諾したものとみなします。

・ 事業所指定や変更の関係で、優先的に受講を希望する場合は、各市町村を通じて申込んでくだ

さヤヽ。
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10 申込締切日                                 !
令和 7年 5月 20日 (火)(逃着)  十

※ 受講の可否については、5月 28日 (水)頃文書にて通知する予定ですが、6月 4日 (水)を過

ぎても届かない場合は、必ず研修事務局へ連絡してください。

11 個人情報保護の取扱いについて           ｀

申込時に提出いただいた個人情報は、本研修運営の目的のみに使用し、それ以外の目的で利用あ

るいは第二者に提供することはありませ
～
。

12 その他

研修期間の 《宿泊》が必要な場合は各自にて手配してください。

13 申込先 E問合わせ先

一般社団法人 、岡山県老人保健施設協会

認知症介護実践研修事務局 担当 :柳・大塚
+710-0133 倉敷市藤戸町藤戸1580
TEL:086-420-2377  FAX:050-3588-1927

E‐ maユ okyjissenker連友よ荀yu.0対 p

考人保健施設 倉敷藤戸荘 内

49



一般社団法人 岡山県老人保健施設協会

令和 7年度 認知症介護実践研修 (実践リーダー研修)募集要項

1 目的
認知症介護実践研修 (実践リーダ

=研
修)(以下「実践リーダー研修」という。)は、事業所全体で認

知症についての理解のもと、本人主体の介護を行い、生活の質の向上を図るとともに、行動・心理症

状 (BPSD)を予防できるチームケアを実施できる体制を構築するための知識・技術を修得すること及

び地域の認知症施策の中で様々な役割を担うことができるようになることを目的とします。

この研修は、「認知症介護実践者等養成事業の実施について (平成 18年 3月 31日 付け老発第 0331010

号厚生労働省老健局長通知)に規定する認知症介護実践研修の実施主体として、岡山県知事から指定

を受け実施します。

2 研修実施機関
一般社団法人岡山県老人保健施設協会 (以下「岡山老健協」という。)

3 研修対象者
この研修は、現在岡山県内の介護保険施設・事業所等に従事する介護職員等であって、介護保険施

設 (介護保険法第 8条第 25項に規定する介護保険施設をいう。)、 指定居宅サービス事業者 (介護保険

法第 41条第 1項に規定する指定居宅サービス事業者をいう。)、 指定地域密着型サービス事業者、指定

介護予防サービス事業者 (介護保険渉第53条第 1項に規定する指定介護予防サービス事業者をいう。)

又は指定地域密着型介護予防サービス事業者等 (以下「介護保険施設・事業者等」という。)において

介護業務に概ね 5年以上従事した経験を有している者であり、かつ、ケアチームのリーダー又はリー

ダーになることが予定されている者であつて、認知症介護実践者研修を修了し1年以上経過している

者を対象とします。ただし、介護保険施設・事業所等においてサービスを利用者に直接提供する介護

職員として、介護福祉士資格を取得した日から起算して 10年以上、かつ、1,800日 以上の実務経験を

有する者あるいはそれと同等以上の能力を有する者であると実施主体の長が認めた者については、令

和9年 3月 31日 までの間は、本文の規定に関わらず研修対象者とします。

4 定員数  36名

5 受講料
岡山老健協 (会員)30, 000円 / (非会員)50, 000円
※受講料は受講決定通知時の案内に従って、指定口座に期日までに振込んでください。

6 研修内容
別添カリキュラムの通りとします。      | ｀

研修は、講義・演習形式及び実習形式で行 うものとし、「講義・演習」、

出」「実習報告」等の全てを修了しなければならない。

◆ 講義・演習 (実習の課題設定を含む) :5日 間
◆ 自施設実習  ′ ′       :4週 間

◆ 自施設実習評価           :1日 間

「自施設実習」「レポー ト提
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7 研修日程 日会場    ｀

◆ 【講義・演習】
日  時 :令和 7年 10月  1日 (水)～  10邦  2日 (本 )

令琴日7年 10月  6日 (月 )～  10月  7日 (火 )

令和 7年 10月 10日 (金 )

会  場 :おかやま西川原プラザ (岡山市中区西川原 255番地)
◆ 【職場実習】
日 時 :令和 7年 10月 11日 (土)～ 11月 14日 (金 )
場  所 :現在受講者が勤務している介護保r父施設・事業所

◆ 【職場実習評価・修了式】
日́  時 :令和 7年 12月 10日 (水 )
会  場 :おかやま西川原プラザ (岡山市中区西川原 255番地)

計 5日 間

内 4週間

8 申込方法
岡山県老人保健施設協会HP(https://rOke♀一okayima.com/)か ら、次に記載する申込書類をダタン

ロー ドして必要事項を記入のうえ、所属する事業所等の代表者を通じて、岡山県老人保健施設協会認

知症介護実践研修事務局へ郵送にて提出してください。

なお、「申込書類」の記入内容等に不備がある場合は無効となることがあります。

〔申込書類〕

① 受講申込書 (リ ー様式 1)
② 実務経験証明書 (り =様式2)
③ 自事業所アセスメントシート (事業所用)(リ ー様式 3-① )
④ 自事業所アセスメントシー ト (受講者用)(リ ー様式 3-② )

※ 自事業所アセスメントシート(事業所用・受講者用)は受講者選定時の参考資料とする。

「受講者用」は受講希望者本人が、「事業所用」は事業所の管理者等、事業所としての見

解を書ける人がそれぞれ記入してください。

⑤ 認知症介護実践研修 (実践者研修)修了証書の写し

⑥ 返信用封筒 (定型外角 2サイズ)

※ 切手の貼付は不要です。

なお、返信用封筒は、決定通知の送付用又は受講できなかつた場合の書類返送用として使用

しますので、事業所の住所・事業所名・ご担当者様のお名前を必ず記載してください。
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9 注意事項
・ この研修はt全課程 (講義・演習、職場実習、実習レポー ト提出等)の修了が必須となつてい

ます。なお、実習レポート等の内容によつては、再提出等をもとめる場合があります。

・ FAXでの申込みは無効とします。
・ 応募者多数の場合は選考により受講者を決定します。

・ 受講の可否については、申し込み締め切り後、文書にて通知します。

P 選考の結果、受講できない場合は提出書類を返却します。             I
・ 決定した受講者の変更には応じられません。

・ 受講決定後、受講を辞退される場合は、必ず研修事務局までFAX等により連絡してください。
・ 受講料は、原則として返金しません。ただし、《講義・演習》ィ初日の前日までに辞退の申し出

があつた場合には、受講料の半額 (やむ得ない事情の場合は企額)を銀行振込にて返金しま

す。なお、振込手数料等は受講者負担とします。

・ 本研修を受講した者は、その者が勤務する事業所を所轄する市町村より問い合わせがあった

場合、研修事務局が市町村へ通知することをご承諾いただいたものとみなします。

10 申込締切口

令和 7年 6月 30日 (月 )必着

※ 受講の可否にういては、 7月 18日 (金)頃文書にて通知する予定ですが、 7月 30日 (水)を
過ぎても届かない場合は、必ず研修事務局へ連絡してください。

11 個人情報保護の取扱いについて

申込時に提出いただいた個人情報は、本研修運営の目的のみに使用し、それ以外の目的でオll用ある

いは第二者に提供することはありません。

12 その他

締め切り後も定員に余ねがある場合、受講いただけることがありますのでお問合せ下さい。

研修期間の 《宿泊》については、受講者各自にて手配してください。

13 申込先・問合わせ先
■般社団法人 岡山県考人保健施設協会
認知症介護実践研修事務局

担当 :柳・大塚

〒7100133 倉敷市藤戸町藤戸 1580 老人保健施設
TEL i 086-420-2377  FAX: 050-3588-1927

E‐mail oky‐ jiseenl(en@fuk荀 yu.Or.jp

倉敷藤戸荘 内
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地域における見守リネットワークの構築について

O消費者安全確保地域協議会 (見守リネットワーク)について
高齢者等の消費者被害防止や被害の早期発見のために、地域の福祉関係者、事業者、警察等

が連携して、必要な情報交換、見守り活動等を行 う組織 (消費者安全法に規定)

O第 4次岡山県消費生活基本計画 (R3年度～R7年度)における目標値
「『消費者安全確保地域協議会』を設置した市町村の数」R2年度 4市 → R7年度 10市町村

O県内の 会設置状況 5市 (R7.12月 末現在 )

※全国の協議会設置状況 :567自 治体 (R7(2025)年 12月 末現在 )

O協議会の概要
協議会の役害1

構成員の役害J

構成員の例

… 構成員間での必要な情報交換、協議
… 消費生活上特に配慮を要する消費者と適当な接触を保ち、その状況を見
守り、必要な取組を実施         ´

・地方公共団体の機関 (消費生活センター等 )
・医療・福祉関係 (病院、地域包括支援センパー民生委員・児童委員等 )

・警察・司法関係 (法テラス、弁護士、司法書士等)
・教育関係 (教育委員会等)
。事業者関係 (商店街、コンビニ、生協、農協、宅配事業者、金融機関等)
・消費者団体、町内会等の地縁団体、ボランティア

「見守 リネ ットワークどにおける地競の遍協イメ
ニジ

情 報 共 有
消 費 生活センター地 方 公 共 団体

1構 i:Ⅲ ;守 t'

情 報 共 有
地 域 協 盪 金

構 成 員間 での情 報 共 有

(個人情報保盟法 の伊1外 )

情 報 共 有
準秘 密 保 持 義務 を課 す

事事 業 者 、

消 費 者 団

体 等

設 置 形 態地  区 設置時期

H28,9.16

R4.5.26

R5.6.20

R6.4.19

小学校区・地区単位で、各種地域団体が連携して安全で安心な地域づくりを

推進する「安全・安心ネットワーク (高齢者福祉関係を含む)」 の枠組みを

生かして設立

岡山市

(五城学区)

(福渡学区)

(御津南学区)

(御津学区)

H29.5.30 既設の高齢者虐待等防止協議会を消費者安全確保地域協議会に位置付ける

形で設立

浅口市

(全 域 )
R2.4,1 員死設の高齢者権利擁護推進会議を消費者安全確保地域協議会に位置付ける

形で設立

井原市

(全 域 )
R2.11,1 既設の地域ケア会議 (介護保険関係)を消費者安全確保地域協議会に位置

付ける形で設立

笠岡市

(全 域 )
R5。 4.1 成年後見制度の「権利擁護推進会議」と消費者安全確保地域協議会の機能

を併せ持つ会議体を設立
真庭市

(全 域 )

消 費 生 活
協 力員

地 域 包 活 支
援センター

消 費生活
協 力団体

営 環
独 冑機 関

保 健 断

高 齢 者 等 の
3つの 不 安
お金 。健 康・孤 独

病 院
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O協議会設置のメリット
・地域の関係機関の連携強化が図られ、地域の様々な問題解決がスムーズになる。
・見守り活動に必要な情報を協議会の構成員で効果的に共有することができる。
※個人情報を含め共有を図るための法的根拠ができる。 (消費者安全法第 11条の4)
・見守りのネットワークが安定的なものとなり、活動を効果的に継続しやすくなる。
・住民のつながりが強い地域としてアピールでき、悪質業者に対する抑止につながる:｀

O設置に向けた県のサポート
・研修会の開催や担当職員が地域に出向いてネットワークづくりをサポートする。
。地域の関係者の見守リカアップのための出前講座を開催する。
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地域のみんなで「見守リカJを高めていきましょう。 高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

も

多発する悪質で巧妙な高齢者

等への消費者被害を防ぐために

は、地域の見守り活動が求められ

ていますЬ

日ごろ、高齢者等に接 している

地域の団体や福祉関係の団体の

皆さん、みんなで地域の「見守り力」

をアップするため、見守り活動の

ポイントなどを学ぴませんか。

′、

●
′
、●

|ゝ
）

ヒ
ノ
ノ

講座の内容

含 州

+

● 申込 原則20人以上

0時間 2時間程度
※人数や時間は、ご相談に応 じます。お申込みは裏面へ。
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地域包括支援センタ…
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見守る側の気づきと対処法 見守り活動のすすめ方など

最新の消費者被害の情報 高齢者等への声掛けと気配り
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見守り拘評移プ講座応募方法
□必要事項をご記入の上、原則として3週間前までに下記まで

ご―報ください。(ファックスまたはE‐ rttait)

回折り返し、こちらから連絡させていただきます。

申 込 書  ご相言炎に応じますので、藩 己までお閥tl合わせくださ氏

rヽ

・＞・ｏ

お申込日 20   年 月 日 (   )

開催日時

時間は講座自体の開始

から終了までの時間を

ごとB入 ください。

中

20   年    月  
｀ 日 (   )

と指 湖

20 年 月 日 (   )

開催場所

会場名 :

住所 :

会場名

住所 :

お申込団体 参加予定人数 名

ご連絡先
部署 :

お名前 :

電話 :

E‐ mail i

見守,ネットワークにおける地域の
1連
携イメージ

――

(個

情質綴襲豪黒堰冴就燕)

|1牌)0
ロ
爺ω  l離銀与

高齢者等 3つの不安

お寄せいただく個人情報は、この講座の目的以外へ使用することはありません。

●受講後、ご希望の方に

見守り活動を支援するため、

「消費者ネットおかやまJから

情報を提供させていただきます。

見守り活動は、

こちらまで

どうぞ

情報共有

守裕義務

情報共有

r 病院 |

情報共有

1消費者団体。|
I、 地縁団体等 ,|

所健

一

保

・
1教育機関 |

応募・ お問い合わせ 。ご相談
聞 目団距爵内閣総理大臣認定・適格消費者団体

特定非営利活動法人 消 費 者 ネ ッ トお か や ま

岡山市北区奉還町i丁目7-7
TEL 086‐ 230‐ 1316 FAX 086‐ 230‐ 6880
E‐maii npOisyohinet… okayama@sunny・。Cn.ne.jp

地方公共団体 消費生活センター
消R生活相談員

V(  ●
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